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平成11年度再編・設置
平成11年度の予算（当初予算） 地震のデータ収集·処理・提供9億62百万円 ( 12.4%)
その他17百万円 (0 .2%)
研究費
20億 1 2百万円 (25.8%)
実大三次元震動破壊
実験施設の整備
1 7億83百万円
(22.9%) 
平成11年度
予算総額
77億86百万円
人件費
1 0億55百万円 ( 13.6%)
施設等運営費
（スパコン運営、
スパコン借料を含む）
1 3億 1 8百万円 ( 16.9%)
施設費
96百万円 ( 1.2%)
経常事務費及び施設運営費
5億43百万円 (7.0%)
平成11年度には、新たな組織として、
基盤的地震観測デー タ、自然災害研究
デー タ、防災研究関係資料などを収集
・処理 ・提供するため 「防災研究デー
タセンター 」 を新設しました。同セン
ターに 「基盤的地震観測デー タ室」を
新設し、「自然災害研究デー タ室」、「情
報解析室」を振替新設するとともに、
関連研究の総合調整などを行う 「防災
研究デー タ総合調整官」を新設しまし
た。
また、平成10年度から開始された実
大三次元震動破壊実験装置の製作に加
え、同施設の建設を推進するため、管理
部企画課に 「実大三次元震動破壊実験
施設建設監理室」を新設し、三次元震動
破壊研究の推進を図ることとしました。
これにより、管理部、総括地球科学
技術研究官、4研究部、2 センター、 2
支所、地震総合研究官、流動研究官、特
別研究官の組織からなる117名（うち研
究職80名）の定員に加え、定員外の客
員研究官などの協力を得て研究を推進
します。
なお、1999年度（平成11年度）の当初
予算総額は、科学技術庁試験研究所分
（施設費を含む）約78億円ですが、こ
のほかに、科学技術振興費、科学技術
振興調整費、海洋開発及地球科学技術
調査研究促進費、国立機関原子力試験
研究費など、年度当初に金額の決まっ
ていない研究費があります。
（問い合わせ先： 管理部企画課）
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